
▲参考図書 澤口俊之先生
（人間性脳科学研究所長）
監修　「大人のそろばん塾」

▲彼らも昔はカイチ生。頼もしい。

▲授業後のミーティング。真剣です。

カイチからの
お知らせ

　今、そろばんのクラスでは、12月にある競技会選考会の真っ最中。ここか
ら選手が選ばれ、競技会に向けて猛練習を行います。
　この競技会で毎年目を見張るのが、本気になった時の子供達の成長の速
さ。1か月前の段階では100円台の読み上げ算を間違えるような1年生・幼
稚園が1か月後には100万円台を正解し、上級生も大半が10京の揃いなら
ば正解できるようになっていきます。競技会のメインイベントであるカイチ
NO1決定戦の緊張感と選手の生徒達の集中力が醸し出す雰囲気は独特で
す。毎回、小学校低学年でも子供達の能力は磨けばここまで光るということ
を目の当たりにさせられます。
　今、そろばんは従来の計算機としての機能ではなく、能力開発の手段とし
て注目され、立命館をはじめとする私立小学校や、数学大国のハンガリーの
公立小・中学校の60％で導入されています。今回のGrowingでは、そろばん
学習とその効果を、脳科学で明らかにされている部分に基づき説明したいと
思います。
1. 計算が得意になり、算数の成績が上がります
　そろばんを習っている多くの子供達は算数が得意です。その理由は、そろ
ばんを行うことで計算力が伸びたこともありますが、もう一つ「数感」が身に
付き算数への理解力が向上することが挙げられます。
　そろばんでは数を数えて計算するのではなく、珠に置き換え「量」として捉
え計算します。この数を「量」として捉えるトレーニングで身に付くのが「数感」
です。これは私達が学習塾での指導で日々感じていることですが、そろばん
経験者の子供達は、概算での答えの推測や、公約数・公倍数、比例・反比例
など数の関係性を瞬時に発見します。「できる」から楽しい、「わかる」から興
味が湧く。そろばん学習には、算数の基礎力を育成する役割があります。
2. 学習の基礎力「ワーキングメモリ」を強化します
　そろばんのトレーニングにより、ワーキングメモリが強化されることがわ
かっています。
　ワーキングメモリとは作業記憶とも言われますが、人は情報を瞬時に一時
記憶して、それを活用しながら様々な活動を行
います。例えば、人と会話をする時、その内容を
踏まえ理解しながら次の言葉を発する時など、
日常の動作はワーキングメモリの活動なくして
は成り立ちません。また、学習においてワーキ
ングメモリは、学力の基礎をなす能力というこ
とができます。
　そろばんでは、常に高い集中力を維持しな
がらこのワーキングメモリをフル活用し練習を
すすめます。北海道大学の医学部の実証研究
では、そろばんの計算は幼児でもできる簡単な
計算においても、ワーキングメモリを司る前頭
連合野と頭頂連合野が活発に働き、問題の難
易度をほんの少し上げるだけで、それらは更に
活性化することが分かっています。

　脳科学者が子供時代に習わせておきたいと推薦する習い事にそろばんが
上位に入るのも、そろばんが単に計算が早くなると言う理由だけでなく、学力
の基礎をなすワーキングメモリの強化にそろばんが有効であるからです。
3. 集中力とやり抜く力が育ちます
　そろばんが脳に与える効用として「集中力」があります。そろばんでは、決
まった時間で高速で正確に珠を弾くことを繰り返し、数を左脳だけでなく右
脳でもイメージすることで処理しながら計算を行います。そろばんを習ってい
るほぼ全ての子供達が、頭の中でそろばんをイメージし、複雑な計算を暗算
で行うことが出来るのも、そろばんが左脳だけでなく右脳も使い計算するか
らです。
　この時、特に脳が活動する場所が左右の前頭連合野と頭頂連合野と言わ
れる部分です。これらの脳の部位が司るのがIQgと呼ばれる、ワーキングメモ
リをはじめとす
る学力や、自制
心、やり抜く力
など人間らしさ
に影響を与え
る 知 能 で す。
IQgは、欧米で
は「最も伸ばす
べき知能」とい
われ、社会的成
功(良好な仕事、社会的地位、人間関係など)や疾病率、交通事故遭遇率など
とも密接な関係がある知能とも言われています。
　そろばんを行うことで、短期的には計算力の向上による算数の成績の向上
が見られ、長期的には前頭連合野が刺激されることによる、学習の基礎能力
としてのワーキングメモリの向上、集中力・落ち着き・自制心など情緒的安定
を期待することができます。
　学習の難易度が上がる高学年や将来の受験に備え、幼少期から能力開発
としての「そろばん学習」を行うことは大変効果的です。
最後に
　そろばん教室では、わずか10分のかけ算の問題を練習するだけで2000
回の指の動きが必要となります。これら日々の鍛錬が、子供達の脳を活性化
させ、子供達の能力を向上させる可能性は否めません。
　そろばん教育は、将来の子供達の学力を支える「ワーキングメモリの強
化」や「集中力」「落ち着き」、そして「暗記力」「発想力」など学習における基礎
力の育成にとても有効だといえます。
「たかが、そろばん。 されど、そろばん。」
　幼稚園や小学生だからこそ、能力開発として学力の基礎を育成するそろば
ん学習は大切です。子供達の可能性は無限大。まだまだ至りませんが、精一
杯指導させていただきます。

高木 秀章（塾長）

脳科学から見た、
　そろばん学習の効果

■11月初旬より期末模擬テストを各教室で実施します。
■11月12日(日)は中学3年生対象の五ツ木模試が実施されます。
■12月9日(土)は珠算競技大会を実施します。代表に選ばれた皆さんは教室の代表としてがんばってください。
■11月は受験生にとって大切なテストが続きます。体調管理をしっかり行いながらテスト勉強をがんばってください。
　<受験生を持つ保護者の皆様へ>11月はテストが続き、精神的に不安定になる生徒達も出てくる時期です。
　心配やご相談があります時は、遠慮なく各教室にご相談ください。

　はじめまして、こん
にちは。夏休み後半
からカイチの非常勤
講師になりました、
京都女子大学 現代
社会学部1回生の　
野実咲(すみのみさ
き)です。好きな教科
は英語です。大学で
も、積極的に外国の

方に話しかけています。今はTOIECのテストに向
けて勉強中です。
　私は小学5年生から中学2年生の夏まで関目
教室、その後卒業まで今福教室に通い勉強して
いました。趣味は今も習っているクラシックバレエ
です。両立は大変で、中3のテスト期間中に発表会

があったこともありました。でも人間って本当に
切羽詰まった時ほど、自分の想像以上のエネル
ギーを発揮できるんです。
　私にとってバレエも勉強も大切で、中途半端に
はしたくなかったから両方頑張りました。皆さん
にもクラブ、習い事、趣味など好きなことはずっと
続けてほしいです。でも、将来のために勉強もぜ
ひ頑張ってください。知識を蓄えると視野が広が
って選択肢も増えます。宿題は必ずして、提出物
は期限通りに出すというあたりまえのことを日々
コツコツ積み重ねていってください。後は勉強方
法と自分のペースをつかめば、結果は数字ではっ
きりと出てきます。すぐに結果が出なくても、悔し
い!と感じるようになったら、そこからやる気も出
てきます。
　私は新しく習うことを理解するのに人の2倍か

かりました。でも、その分負けないように他の子よ
り2倍以上努力しました。
 ① 分からないところはその日のうちに先生に質
　　問して、理解してから帰る。
 ② 宿題や授業で使うテキスト・プリントを忘れ
　　ない。
 ③ 注意されたことは素直に聞く。
 ④ 小テストは、毎回満点を取る覚悟で臨む。
まずはこの4つを今日から心がけてください。
私もカイチに戻ってきて改心でき、好きなこと、や
りたいことをしながら大学の日々の勉強をより一
層頑張るようになりました。
また、こうして大好きなカイチに戻って来れて嬉
しいです。精一杯頑張るので、これからどうぞよろ
しくお願いします。おしゃべり大好きなので、どん
どん話しかけてください！

　野 　美咲（今福教室）

　こんにちは。今津教室の熊谷周作です。今回は
カイチを卒塾し大学生になり、非常勤講師として
私達を手伝ってくれている先生達について書こう
と思います。
　今回紹介するのは、松永先生と古井先生の同
級生コンビです。二人は諸口教室出身のカイチ生
です。同級生で幼馴染とあって、息のあった様子
を見せてくれいます。
　今津教室では、古井先生は個別指導をメイン
に指導しており、毎回の授業準備をしっかりとし
て、授業に挑んでいます。松永先生は集団指導を
メインで、数学を担当しています。
　二人共、毎回楽しそうに授業をしてくれていま
すが、その舞台裏は大変です。準備には、授業以
上の時間をかけることもしばしばあります。授業
では分単位の時間設定を求められ、遂行できな
ければ授業後、反省会を行い、どうすればもっと
良くなるのかを話し合います。その話し合いは同
級生同士の二人もシビアに話し合い、「ダ

メなものはダメ。」とはっきり言い、お互いよりよ
い指導を目指して頑張っています。
　もちろんその反省会には小田先生や、私も参
加しており、適宜アドバイスや、注意を行います。
小田先生と私も生徒達に指導するのと同じよう
に、彼らと話すときは事前に打ち合わせを行うよ
うにしています。
　それに応えるように、彼らの指導は日々目を見
張るくらい良くなり、進化をしているように感じま
す。授業だけではなく、定期テストが悪かった生
徒の指導法など、生徒対応についても聞いてきて
くれます。時には、一人一人に合ったプリントを用
意したり、時間外に呼んでみたり、居残り時間で
徹底的にマークしたりなど、様々な方法で対応し
てくれています。
　こうして非常勤講師として、頑張っている二人
をみると、若い二人の成長の早さに驚きを覚える
とともに、彼らの将来が楽しみでもあり、自分も負
けずに頑張らねばという気持ちになります。

　前までカイチで学んでいた生徒達と今度は職
場の仲間として指導に当たる。その中で私も彼ら
から学び、私も彼らに教えたいことがある。不思
議であり、嬉しくもあり。これがカイチという塾な
のだなと改めて感じています。彼らが吹き込んで
くれている新しい風に乗って、私もまだまだ成長
したいと思います。

若さ爆発! 
非常勤講師の先生達頑張っています!!

熊谷　周作（今津教室）

▲そろばん計算時　5桁－３桁

・・・  ・・・  

【今福教室】
城東区今福西 2-9-20 
TEL.06-6934-4662
【諸口教室】
鶴見区諸口4-14-9-1F 
TEL.06-6912-3984
【今津教室】
鶴見区今津南1-6-2-1F 
TEL.06-6167-9722

【今福第２教室】
城東区今福西 2-16-8 
TEL.06-6931-2000
【関目教室】
城東区関目4-6-17-2F・3F 
TEL.06-6934-8117
【古市教室】
城東区古市 3-21-8 
TEL.06-6931-0467

【本　部】
城東区今福西2－1－8モデラートWASHIMI 201 
TEL.06-6939-0008
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▲地図を頼りに、グループ内で話し合ってそれぞれの
ポイントを回ります。先生は見守るだけで何も教えま
せんでした。

▲お菓子ポイントでは英語で質問して当たらなければ
お菓子がもらえません。“Are you ghost?” “No, 
I’m not” “Are you witch?”“Yes, I am!!”

▲かぼちゃの中にある英語の質問カードを取り、答え
を英語で書いてカトリーナ先生に持っていきます。分
からない単語はグループで協力して辞書で調べ、意味
を推測しながら答えを導き出します。英和辞典と和英
辞典の両方を使いました。

▲英字新聞から単語を探し出すチャレンジ！小さな文
字で英語だらけの本物の英字新聞！将来読めるように
なるといいですね。

▲お菓子はもらったけど、「種類が全て違う！？」「一人
分足りないよ？！」どのように分けるかちゃんとグルー
プで話し合って決めていました。

▲始めは恥ずかしくって体が動かなかったけど、仲間
と協力し合って様々なチャレンジを乗り越えた後のダ
ンスは、自信に満ち溢れていました。

カイチの教育教室レポート

髙木 　直也 （諸口教室）

　秋も深まり、あっという間の冬到来。カイチには
幼稚園から高校生まで通塾していますが皆それ
ぞれの目標に向かって頑張っています。
　そろばん生達は、10月の上級検定が終わり、競
技大会、２月の上級検定にむけて一生懸命練習し
ています。去年まで４桁の計算ができなかった小
学生が一年で15桁を読み上げで計算できるよう
になったり、計算を始めるまでに準備に時間がか
かっていた生徒が素早く準備ができ、その日その
日の自分の点数に一喜一憂している姿をみると、
一年でずいぶん成長したんだなと感心します。
　小学生達は日々の小テスト、診断テストで切磋
琢磨しています。昨年から通常授業に導入された
NHK英語も、ただ読んで発音練習するだけでなく、
読み方をテキストにメモしたり、本文を自分で訳
してみたり、英語を理解しようという工夫が随所
に見られます。６年生はいよいよ中学生。授業では
中学生になったら、と中学生達の生活について授
業中に話すとみな引き締まった表情で話に聞き入
ります。いい形で中学校生活に入れるように細か
く指導していきます。
　その一つ上の現中学一年生達は、夏の終わり
から中だるみでしたが気合いを入れ直し、中学二
年生に向けて頑張っています。
　諸口教室では、社会科の小テスト結果を毎週

張り出し、中学校別にランキングを出しています。
これをすることで、周りがどれほど勉強しているか
を知るとともに、自分のクラスの立ち位置が分か
ります。ランキング表を作成していると「お、この子
頑張っているな」とか「手抜いたな」など、生徒の
科目に対する姿勢も見えてきます。問題は最初こ
そ簡単に作っていましたが、だんだんみんなが満
点を取れるようになってきたので、そろそろ難易
度を上げようと、テストを作成し実施している私も
楽しんでいます。
　社会といえば、秋から各教室、順次導入してい
るPowerPoint授業。
　社会科は私が作成を担当しています。映像授業
には賛否がありますが、「映像がライブを超えら
れる」部分は必ずあるはずと、子供達が好きな
ユーチューブを見たり、すでにネット上で配信さ
れている社会の動画をチェックし、「いかに面白く、
いかにわかりやすいか」をテーマに、「カイチにし
かない社会」をつくりあげることを目標に日々作
成に励んでいます。この授業をきっかけに、社会に
対する堅苦しいイメージを変えて自分で勉強して
みようかなと思ってもらえたら幸いです。中学二
年生はいよいよ先輩が引退し自分達が最高学年
になるんだという自覚がわいてきているようです。
あっという間に自分達も先輩達と同じ受験生に

なるんだと、授業がない曜日に自主的に自習に来
たり、弱点科目の作問をして練習するなど気合十
分です。来年が楽しみです。
　さて、ここから年度末に向けての主役は何と
いっても中学三年生でしょう。例年以上に、質問
量が多い、そして細かい。志望校合格に向けて、時
間を惜しんで毎日勉強に励んでいます。問題に対
して周りが解けているか、自分が解けるのか、受験
生は常に不安との戦いです。この時期の私達は新
しい知識を教え込むことよりも、そういう不安とい
かに向き合っていくかをカウンセリングして精神
的にケアすることのほうが多くなってきます。
今日はどんな授業をしようかということよりも、今
日は誰にどんな声をかけようかと考えることに頭
を使います。少しでも思い悩むことがあったら、ど
んどん先生達に相談してください。先生達は全力
でサポートします。
　諸口教室に来て早いもので五年が経ちます。カ
イチの生徒達は大阪で一番の生徒達だとずっと
思っています。受験に全力向かっていく先輩にあ
こがれ後輩が成長し素晴らしい受験生へと翌年
昇華する。その受験生にあこがれ次の学年へと受
け継がれていく、その美しい流れを絶やさず、より
多くの生徒の幸せのために全力で職員一同頑
張っていきたいと思います。

　今年もハロウィンレッスンへたくさんの子供達
に参加いただき、ありがとうございました。今回の
コンセプトは「いつもと違う自分になりきって格好
良く英語を話そう！」ということで、お菓子をもら
いに行くだけでなく、お菓子ポイント3箇所と、
チャレンジポイント3箇所をグループで話し合っ
てどこから回るか決め、それぞれのポイントでは

英語を使った様々なチャレンジにグループで力を
合わせてトライしてもらいました。恥ずかしがり
屋な生徒もグループでリーダーに当たれば力を
発揮したり、幼稚園児や、低学年の子供達も知っ
ている英語やさっき習った英語をうれしそうに話
したりと、コスチュームのせいでもあるのでしょう
か、皆英語を格好良く話している姿が見られまし

た。低学年層が多く、全てのチャレンジに時間が
かかってしまった教室もありましたが、皆グルー
プでよく話し合って協力して困難も乗り越えてい
ました。
　さて、どのようなチャレンジがあったかというと
…

　今回のレッスンは子供達に楽しいパーティーを
提供するだけではなく「冒険」を通して仲間と協力
し、困難を乗り越えたり、リーダーになって仲間の
ために頑張ることで、協調性を身に付けながら英
語を学ぶことがテーマになっていました。また、
「英語を話せる自分ってかっこいい！」と思っても
らえるように英語をたくさん使う場面を用意しま
した。リーダー1人が頑張るのではなく、小さい子
供達や、英語が初めてという子達も、1人1人が力
を発揮し、グループ全体で協力してチャレンジを
克服していく姿が見られました。実は、子供達主

導で野外のポイントを回るのはとても心配でした
が、挑戦し、達成できた場面を見て、小さな成功
体験が自信へとつながることが実感できました。
　このように、ハロウィンレッスンをはじめ、私達
が提供する様々なイベントには、「We learn 
English through confidence.」（自信を通して
英語を身に付ける）、という考えのもと、子供達が
「Challenge」（挑戦）し、失敗を繰り返しながらも
「Overcome」（困難を乗り越え）、「Self-confid-
ence」（自信）につなげていくトレーニングが組み
込まれています。

　レッスンの始めは小さかった声が、カトリーナ
先生の勢いでどんどん大きな声になり、Talking 
Kidsの生徒だけでなく、普段英語を学んでいない
生徒達も同じように伸び伸びとレッスンを楽しん
でいる姿を見て、自分の子供時代にこんな楽しく
学べる機会があったらなと、うらやましく思いまし
た。
　普段のレッスンではお会いする機会は少ないで
すが、これからもイベントで生徒達の成長を見守
っていきたいと思います。

Do Your Best and 
　　Have Confidence!!

トーキングキッズ　ハロウィンレッスン

～ベストを尽くして自信をつけよう!!

諸口教室
それぞれの目標に向かって

マナロ　恭子（トーキングキッズ担当）


